
【 宮田校区地域づくり協議会 】
地域づくり協議会取組発表会資料

と き：平成２８年１２月４日（日）

ところ：氷見市ふれあいスポーツセンター
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事業名：向山遊歩道整備事業

①事業内容

平成７年に乱橋池（通称：トンボ池）の整備と同時に
同池の山側からの入り口として島尾大堤・小堤周辺を
起点とする道幅４m,総延長約８００mにわたる遊歩道
が整備された。同歩道周辺の竹林・森林は、島尾地区
の灌漑用ため池として整備されている大堤と小堤の水
源涵養林としての機能を併せ持っていることに加え地
区主催の歩こう会のコースや児童クラブが主催する左
義長に使用する竹材の供給地でもある。島尾自治会と
して毎年 春と秋に同歩道の道幅の確保や歩道を遮る
倒竹や雑木の除去等の整備を実施し、遊歩道を利用す
る地区民の安全・安心を期している。
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事業名：向山遊歩道整備事業
・遊歩道の位置
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乱橋池
通称：トンボ池
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事業名：向山遊歩道整備事業

②ここがポイント！（工夫・努力していること）

・遊歩道幅確保のための堆積泥の除去

・整備遊歩道を遮る倒木、倒竹の伐採・除去

・休憩広場の草刈
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事業名：向山遊歩道整備事業
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遊歩道からトンボ池への降り口 小堤からの遊歩道入り口
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事業名：向山遊歩道整備事業
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春先の遊歩道 遊歩道 中ほどにある休憩広場
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事業名：向山遊歩道整備事業
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耕作地側から見た大堤堤防 島尾大堤
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事業名：向山遊歩道整備事業
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トンボ池 トンボ池写真２
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事業名：向山遊歩道整備事業
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左義長神事 左義長
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事業名：向山遊歩道整備事業

③事業の目的・効果
事業の契機

（事業を始めたきっかけは何ですか？）

・ 平成７年に遊歩道が設置されて以来、

不定期に整備を実施してきた。
・歩こう会の参加者から折角の地域資源が

荒れ放題になっているとの声があった。

事業のねらい
（事業のねらいは何ですか？）

・ 遊歩道利用者の安全・安心と快適性の確保

・灌漑用ため池として整備されている大堤と

小堤の水源涵養林としての機能確保

・地域の文化行事としての左義長に使用する

竹材の将来にわたっての確保

期待する効果

（事業の具体的な目標は何ですか？）

・整備を充実することで散策等の利用者増が期待される。

・公民館活動の一環として、ふるさと探訪や万葉の歴史探訪。

・児童クラブ活動の一環として、レクリエーション大会やタ

ケノコ掘り体験会。

・千寿会（老人会）活動の一環として、野点の会

今後の課題
（今後やっていきたいことは何ですか？）

・ 休憩広場に公衆便所の設置

・「乱橋池周辺のトンボと自然を守る会」
との連携
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